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祝！八鹿高等学校 吹奏楽部 全国大会出場

優秀賞・バンドジャーナル賞 受賞！
（関連記事 6 ページ）
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八鹿地区
　密集地火災防御訓練を実施！！

　
住
宅
密
集
地
で
の
火
災
を
想
定
し
た

八
鹿
地
区
密
集
地
火
災
防
御
訓
練
を
11

月
11
日
、
八
鹿
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
八
鹿
地
区
の
住
民

２
０
２
人
（
宮
町
、
仲
町
、
新
町
、
元

町
、
旭
町
）
、
市
消
防
団
八
鹿
方
面
隊

２
１
３
人
（
14
車
両
）
、
兵
庫
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
但
馬
支
部
６
人
の
ほ
か
、
養

父
警
察
署
（
９
車
両
）
、
南
但
消
防
本

部
（
は
し
ご
車
を
含
む
５
車
両
）
、
市

職
員
ら
合
わ
せ
て
約
５
４
０
人
が
参
加
。

　
訓
練
火
災
は
、
地
区
内
の
八
鹿
ふ
れ

あ
い
倶
楽
部
か
ら
出
火
。
風
速
15
㍍
を

超
す
強
風
に
よ
り
延
焼
拡
大
の
危
険
性

が
あ
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
消
防
団
八
鹿
方
面
隊
と
南
但
消
防
本

部
が
出
動
し
、
区
内
の
消
火
栓
な
ど
か

ら
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
会
場
の
八
鹿
小

学
校
校
舎
に
向
け
て
一
斉
放
水
を
行
い

ま
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
が
増
え
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
防
火
対
策
を
す
る
と
と
も
に
、
も
し
、
火
災
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の

た
め
に
日
頃
か
ら
万
が
一
に
備
え
た
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
防
災
グ
ッ
ズ
の
用
意
や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

小型無人機（ドローン）で情報収集を行う様子

避難場所への経路を確認しながら避難する住民

密
集
地
火
災
防
御
訓
練
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園児に防火を呼びかける女性消防団員

　秋の全国火災予防運動に先がけ 11 月 8 日、

一日消防官とやっぷ―が養父こども園を訪れ

火災予防を呼びかけました。

　当日は、養父こども園の 3 歳から 5 歳の

園児計 39 人が参加。一日消防官として辞令

を受けた養父市消防団関宮方面隊の女性消防

団員２人が防火についてのイラストを見せ、

○×クイズを出しながら、火災を起こさない

よう園児に伝えました。

基調講演を行う山田正教授

一日消防官

園児に防火・防災を呼びかけ

　但馬の明日を考えるフォーラムが 11 月 29

日、八鹿文化会館ホールで開催され、約 650

人が参加しました。

　フォーラムでは、中央大学理工学部都市環

境学科の山田正教授を招き、「土木技術で但

馬の生活を支える」と題した基調講演を行い

ました。その後のパネルディスカッションで

は、但馬の明るい未来に向けてインフラ整備

の重要性などについて話し合いました。

養父市制 15 年記念事業

「但馬の明日を考えるフォーラム」を開催

　
訓
練
で
は
、
兵
庫
県
警
察
本
部
と

（
株
）
オ
ー
シ
ス
マ
ッ
プ
が
小
型
無
人

機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
飛
ば
し
て
上
空
か

ら
被
害
や
避
難
の
状
況
、
情
報
収
集
を

行
い
、
中
継
映
像
を
対
策
本
部
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
表
示
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
消
防
教
室
が
行
わ
れ
、

参
加
者
ら
は
骨
折
等
を
し
た
人
の
身
体

を
身
近
に
あ
る
も
の
で
固
定
す
る
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
中
学
生
ら
も
ア
ル

フ
ァ
化
米
の
配
給
を
行
う
な
ど
積
極
的

に
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
へ
の
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
式
で
は
、
三
戸
一
弥
養
父

警
察
署
長
が
「
時
間
が
経
つ
と
記
憶
が

風
化
し
て
し
ま
う
が
、
継
続
し
て
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
で
防
火
へ
の
意
識
を

高
く
持
ち
、
火
災
の
な
い
地
域
に
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
広
瀬
市
長

は
「
１
つ
の
基
本
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

応
用
で
き
る
。
避
難
や
人
命
を
守
る
た

め
に
は
訓
練
で
い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
を
体

験
し
、
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実

際
に
災
害
に
あ
っ
た
時
に
今
回
の
訓
練

を
応
用
し
て
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て

ほ
し
い
」
と
市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地元中学生も参加してアルファ化米を配給する様子

応急処置方法を指導する消防職員

上
空
か
ら
被
害
状
況
を
把
握

地
域
住
民
も
積
極
的
に
参
加
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まちのわだい 

　
や
ぶ
紅
葉
ま
つ
り
が
11
月
10
日
か
ら
25
日
ま

で
、
養
父
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
や
ぶ
も
み
じ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
９

回
目
。
同
神
社
は
、
モ
ミ
ジ
や
イ
チ
ョ
ウ
、
ケ

ヤ
キ
等
が
群
生
し
、
兵
庫
県
下
で
も
紅
葉
の
名

所
と
し
て
毎
年
多
く
の
観
光
客
ら
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
大
型
バ
ス
約
１
０
０
台
を
含
め

全
体
で
約
１
２
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
お
茶
席
や
地
域
物
産
品
の

販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
夜
は
紅
葉
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

多くの人でにぎわうやぶ紅葉まつり

駅前花壇をガーデニングする高校生

　
但
馬
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
14
人
が
11
月
２

日
、
Ｊ
Ｒ
八
鹿
駅
前
花
壇
の
植
替
え
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
養
父
市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
八

鹿
駅
の
景
観
向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
の
５
月
に
は
市
の
観
光
名
所
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ス
イ
ー
ト
ア
リ
ッ
サ
ム
や
ビ
オ
ラ

な
ど
寒
さ
に
強
い
10
種
類
の
花
や
竹
を
使
っ

て
生
徒
ら
が
主
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
。

中
央
に
ア
イ
ビ
ー
で
ハ
ー
ト
を
作
り
、
竹
で

「
Ｙ

ヤ

ブ

ラ

ブ

Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
の
文
字
を
表
現
し
た

デ
ザ
イ
ン
に
植
え
替
え
ま
し
た
。

養
父
の
玄
関
口

　
　
　
Ｊ
Ｒ
八
鹿
駅
前
花
壇
　
秋
の
模
様
替
え

紅
葉
の
名
所

　
　
　
や
ぶ
紅
葉
ま
つ
り
開
催

　
養
父
中
学
校
３
年
生
が
、
小
中
一
貫
教
育
の

取
組
み
で
あ
る
「
や
ぶ
・
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の
一
環
と
し
て
11
月
16
日
、
や
ぶ
フ
ァ
ー

ム(

株)

の
水
耕
栽
培
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
「
養
父
の
産
業
に
せ
ま
る
」
を
テ
ー
マ
に
農

業
特
区
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
力
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
衛
生
管
理
の
た
め
の
白
衣
を
着
用

し
、
社
員
に
よ
る
水
耕
栽
培
や
設
備
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
事
業
展
開

の
意
義
や
養
父
の
産
業
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

水耕栽培について学ぶ生徒たち

花嫁行列を行う生徒たち

　
第
43
回
但
農
祭
が
11
月
11
日
、
但
馬
農
業
高

等
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
命
に
感
謝
感
激
～
但
農
生
の
笑
顔

と
元
気
を
届
け
ま
す
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
習

展
示
や
部
活
動
発
表
の
ほ
か
、
花
や
野
菜
、
畜

産
物
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
が
花
嫁
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

衣
装
を
身
に
着
け
、
学
校
で
飼
育
し
て
い
る
但

馬
牛
と
と
も
に
歩
く
但
農
祭
伝
統
の
花
嫁
行
列

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、
大
勢
の
人
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
花
嫁
行
列
を
再
現
し
ま
し

た
。

命
に
感
謝
感
激

　
　
　
第
43
回
但
農
祭
開
催

農
業
特
区
の
取
組
み
学
ぶ

　
　
　
養
父
中
学
生
が
や
ぶ
フ
ァ
ー
ム
（
株
）
を
見
学
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このほかにも市内の話題を Facebook で掲載中です！ 　養父市 Facebook　で検索してください。

サイバー攻撃の対処方法を学ぶ参加者ら

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
機
管
理
を
強
化
し
よ

う
と
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
処
セ
ミ
ナ
ー
が
11
月
21

日
、
養
父
市
商
工
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
の
開
催
を
見
据
え
、

国
際
テ
ロ
に
備
え
た
対
処
の
一
環
と
し
て
養
父

警
察
署
が
開
催
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
関
係
機
関
か
ら
25
人
が
参

加
。
（
株
）
小
島
情
報
研
究
所
の
小
島
義
明
さ

ん
と
兵
庫
県
警
察
サ
イ
バ
ー
攻
撃
特
別
捜
査
隊

を
講
師
に
迎
え
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状
や
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
本
と
実
践
方
法
等

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
を
見
据
え

　
　
　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
処
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
ふ
る
さ
と
を
想
う
コ
ン
サ
ー
ト
in
や
ぶ
が
11

月
30
日
、
公
立
八
鹿
病
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
神
戸
学
院
大
学
現
代

社
会
学
部
が
若
者
の
視
点
か
ら
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
「
や
ぶ
♡
ら
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
曲
「
お

く
り
も
の
」
を
作
詞
作
曲
し
た
ア
ヤ
ヲ
さ
ん
と

山
田
明
義
さ
ん
を
招
き
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、
同
学
部
の

学
生
16
人
と
地
域
住
民
ら
も
参
加
し
、
一
緒
に

「
お
く
り
も
の
」
を
合
唱
す
る
な
ど
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

参加者らと一緒に歌うアヤヲさん・山田明義さん

ふ
る
さ
と
を
想
う
コ
ン
サ
ー
ト
in
や
ぶ
開
催
　

WA ｰ OTO LIVE で演奏する中西圭三さん（写真：中央）ら

　
Ｗ
ワ

オ

ト

Ａ
‐
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｌラ

イ

ブ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
が
11
月
17
日
、

ビ
バ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
イ
ブ
は
今
年
で
３
回
目
と
な
り
、
今

回
は
養
父
市
制
15
年
を
記
念
し
て
無
料
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
に
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
中
西
圭
三
さ
ん
、
篠
笛
奏
者
の
狩
野
泰
一
さ

ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
本
貴
奈
さ
ん
の
３
人
で

「
日
本
の
心
」
や
「
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト

Ｗ
Ａ
‐
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
招
き
ま
し
た
。
会
場
は
、
和

と
洋
が
融
合
さ
れ
た
音
楽
に
包
ま
れ
、
来
場
者

を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。

市
制
15
年
を
記
念

　
　
　
Ｗ
Ａ
‐
Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　
第
16
回
風
太
郎
祭
が
11
月
23
日
、
関
宮
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
著
書
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
で
第
８
回

山
田
風
太
郎
賞
を
受
賞
し
た
沖
縄
出
身
の
作
家

池
上
永
一
さ
ん
を
招
き
、
「
ボ
リ
ビ
ア
の
日
系

社
会
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
池
上
さ
ん
は
、
地
元
の
テ
レ
ビ
番
組
で
完
璧

な
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
（
沖
縄
の
言
葉
）
を
話
す
子

ど
も
が
ボ
リ
ビ
ア
に
い
る
こ
と
に
興
味
を
も

ち
、
現
地
取
材
の
経
験
等
を
経
て
、
20
年
越
し

に
作
品
を
仕
上
げ
た
こ
と
等
を
語
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
Ｋコ

ウ

メ

プ

ラ

ス

Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
＋
が

沖
縄
民
謡
を
披
露
し
ま
し
た
。

ボリビアの日系社会について話す池上永一さん

第
16
回
風
太
郎
祭

　
　
　
風
太
郎
賞
受
賞
の
池
上
永
一
さ
ん
講
演
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“社会を明るくする運動”作文コンテスト
養父市の児童、生徒が入賞

　全国で例年行われている“社会を明るくす
る運動”作文コンテストにおいて、市および
養父保護区保護司会が中心となって組織する
養父市推進委員会から推薦した児童、生徒の
作文が兵庫県推進委員会で審査され、次のと
おり入賞しました。

　
養父市議会役員改選

新役員が決まりました

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

八
鹿
高
校
吹
奏
楽
部
が

　 
全
国
大
会
で
入
賞
！

次の大会に向け練習をする部員たち

議長
深澤巧 氏

　11 月 7 日、第 90 回養父市議会臨時会において

役員改選が行われ、下記のとおり選任されました。

副議長
政次悟 氏

監査委員
藤原芳巳 氏

総務文教常任委員会 委員長　勝地貞一 氏

生活環境常任委員会 委員長　植村和好 氏

議会運営委員会 委員長　谷垣　満 氏

議会広報特別委員会 委員長　津﨑和男 氏

予算特別委員会 委員長　政次　悟 氏

養父市文化会館（仮称）建設調査特別委員会

　　　　　　　　　　委員長　足立隆啓 氏

小学生の部

中学生の部

【兵庫県保護司会連合会会長賞】
　八鹿青渓中学校１年生　小林那由さん
　「小黒板を通して」

【佳作】
　宿南小学校 6 年生　川崎紗羽さん
　「明るい地域社会をつくるために」

　今年度は兵庫県内で、小学生の部 9,966 点、
中学生の部 10,742 点の応募があり、その中
から選出されたものです。
　兵庫県保護司会連合会会長賞を受賞された
小林さんは 12 月 26 日、湊川神社楠公会館（神
戸市）で開催される表彰式で表彰されるほか、
作文は中央推進委員会（全国）に推薦されま
す。

　
八
鹿
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
が
11
月

10
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
「
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
初
出
場
し
、
優
秀
賞
と
バ
ン
ド

ジ
ャ
ー
ナ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
部
は
、
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
、
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
関
西
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
「
百
年

祭
（
２
０
１
２
年
改
訂
版
）
」
が
日

本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
の
予
選
審

査
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
今
回
の

全
国
大
会
へ
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
部
長
の
中
山
莉
子
さ
ん
は
「
部
員

皆
で
吹
き
方
や
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

を
統
一
し
て
演
奏
す
る
よ
う
心
掛
け

た
。
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
来
年
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
で

き
る
よ
う
練
習
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

受賞を喜ぶ部員たち
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片
山
大
臣
が
養
父
市
を
視
察

　
11
月
17
日
、
片
山
さ
つ
き

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
が
養

父
市
を
訪
れ
、
地
方
創
生
、

国
家
戦
略
特
区
の
取
組
み
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
山
大
臣
は
、
酒
米
の

生

産

に

取

り

組

む(

株)

Ａア

ム

ナ

ッ

ク

ｍ
ｎ
ａ
ｋ
に
よ
り
再
生
し

た
能
座
区
の
棚
田
や
、
や
ぶ

フ
ァ
ー
ム(

株)

が
大
薮
区

で
運
営
し
て
い
る
大
規
模
水

耕
栽
培
施
設
を
視
察
。
公
立

八
鹿
病
院
で
は
地
域
医
療
の

取
組
み
や
医
師
確
保
策
に
つ

い
て
、
市
役
所
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
マ
イ
カ
ー
運
送
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
小
柴
勝
彦
理
事
長

や
遠
隔
服
薬
指
導
の
登
録
薬

局
で
あ
る(

株)

阪
神
調
剤

薬
局
の
岡
崎
剛
之
部
長
、
川

瀨
章
管
理
薬
剤
師
を
交
え

「
や
ぶ
く
る
」
事
業
や
遠
隔

服
薬
指
導
事
業
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
視
察
を
終
え
た
片
山
大
臣

か
ら
は
、
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
た

い
」
と
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　11月21日～26日、阪急うめだ本店（大

阪市）で「木彫フォークアートおおやの

世界～公募展 25 回記念展～」を開催し

ました。

　同記念展では、歴代グランプリ 25 点

を含む全 60 点の作品を展示しました。

養父市が所蔵する木彫フォークアート作

品を百貨店で展示するのは今回が初めて

です。

　会場では受賞作家の作品販売が行われ

るなど、訪れた約 24,000 人が木彫フォー

クアートの魅力を堪能しました。

木彫家の松田一戯さんが井植文化賞受賞 木彫フォークアート作品を

阪急百貨店で展示

能座地区住民らとの集合写真

広瀬市長と握手を交わす片山大臣（写真：右）

受賞を喜ぶ松田一戯さん

木彫フォークアート作品を鑑賞する来場者ら

　松田一戯さん（和田）が第 42 回井植文化賞文化芸

術部門を受賞しました。

　この賞は、三洋電機（株）の創業者である井植歳男

氏の遺志に沿って社会貢献を行っている公益財団法人

井植記念会が兵庫県在住または兵庫県にゆかりがあり

各分野で活躍する個人・団体に贈るものです。

　松田さんは 1970 年に大屋町に U ターンし、独学で

木彫を始めました。石田えいじさんや弟の松田政斗さ

んらと木彫集団「但馬木彫」として制作活動を行う傍ら、

「フォークアート」という新しい芸術のスタイルを確立

し、平成 6 年から続く全国公募展「木彫フォークアート

おおや」の開催に繋げた功績が評価され受賞しました。

　松田さんは「民間団体から受賞するのは初めてのこ

とで、大変光栄に思っています」と喜びを語りました。
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受賞を喜ぶ小柴勝彦理事長（写真：中央）

　平成 30 年 5 月 26 日の運行開始から、半年が経ちました。徐々に

利用件数も増加しています。お近くのバス停や公民館までのちょっ

とした利用でも構いません。ぜひ、ご近所お誘い合わせのうえ「や

ぶくる」を利用してお出かけください。

★ご利用は、市内タクシー会社に電話するだけ！

★あらかじめご予約いただくとスムーズにご利用いただけます！

▼問い合わせ先　国家戦略特区・地方創生課（☎ 662 ‐ 3169）

診療所、買い物、イベント出席に利用ください！ ※平成 30 年 9 月末

　ＮＰＯ法人養父市マイカー運送ネットワークの取組み「やぶくる」

が 10 月 25 日、イイノホール（東京都）で開催された第 6 回プラチナ

大賞最終審査会、発表会で大賞および総務大臣賞を受賞しました。

　市内全域の移動手段の充実に向けた今回の取組みについて小柴勝彦

理事長は「移動手段について、市内どこでも同じ条件で暮らすことが

できる地域にしたい」と語りました。本事業により市民ドライバーとし

て地域貢献ができる、安心して利用できるという新たな移動手段の構

築が評価されました。

　アイデア溢れる方策によって

地域の課題を解決し、「プラチナ

社会（課題解決先進国として日

本がめざすべき豊かで快適な社

会）」を体現している取組みを賞

として称え、これらを紹介するこ

とにより理解、浸透を図っていく

ことを目的とした賞です。

「プラチナ大賞」とは

第 6 回プラチナ大賞、

総務大臣賞を受賞！

医療機関等

買い物

その他

市民利用の内訳

養父市がバイオマス産業都市に認定！

　内閣府や総務省など７府省が共同で推進する「バイオマス産業都市」に養父市が認定され、11 月

7 日、農林水産省本館で認定証の授与式が行われました。

　式では、市を代表して西田浩次副市長が小里泰弘農林水産副大臣から認定証を授与されました。　

今年度バイオマス産業都市には、養父市以外に北海道稚内市や鳥取県北栄町などの 4 市町が認定さ

れました。西田副市長は「養父市に約 3,000 頭いる但馬牛のふん尿を有効活用しながら農業振興等

を図っていきたい」と話しました。

小里農林水産副大臣から授与された認定証

　市は地域資源循環型社会の形成を目指し、鶏ふんなど

の生物由来の資源や未利用の木質資源（バイオマス資源）

を活用した発電熱供給などを可能にする産業の創出に力

を入れています。

　

　経済性が確保された一貫システムを構築し、地域の特色

を生かしたバイオマス産業を軸に環境にやさしく、災害に

強いまちづくりを目指す地域のことです。

バイオマス産業都市とは

40％

30％

30％
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11
月
20
日
朝
、
氷
ノ
山
に
初

冠
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
８
日
遅
く
、
観
測

を
始
め
て
か
ら
３
番
目
に
遅
い

初
冠
雪
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
生
じ

て
い
る
た
め
暖
冬
に
な
る
と
の

予
想
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
は
局
地
的
集
中
豪

雨
や
豪
雪
を
日
本
各
地
に
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
昨
冬
の
北
陸
・
福
井
の
豪
雪

が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
暖
冬
の
予
想
を
覆
し
、
い

つ
何
時
大
雪
に
な
る
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
。
集
落
の
孤
立
や
家

屋
の
倒
壊
等
、
市
民
生
活
に
大

き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
降
雪
時
に
お
け
る
安

全
安
心
な
生
活
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
は
交
通
の
確
保
は
と

て
も
大
切
で
す
。

　
市
で
は
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
11
月
28
日
、
除
雪
機
動
隊
の

発
隊
式
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
市
道
は
全
体
で

１
２
２
８
路
線
、
５
２
５
㌔
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
内
、
除
雪
の

対
象
と
な
る
路
線
は
７
０
０
路

線
、
２
９
２
㌔
に
の
ぼ
り
ま
す
。

大
阪
を
往
復
す
る
ほ
ど
の
距
離

が
あ
り
ま
す
が
、
作
業
は
午
前

４
時
頃
か
ら
始
め
市
民
が
通
勤

等
を
行
う
午
前
８
時
頃
ま
で
に

は
ほ
ぼ
終
え
ま
す
。
暗
闇
で
狭

い
道
路
上
で
の
重
機
を
使
う
作

業
は
転
落
や
衝
突
等
の
危
険
を

伴
う
か
な
り
厳
し
い
仕
事
で
す

が
、
除
雪
隊
員
は
懸
命
に
作
業

を
行
い
ま
す
。
家
の
周
辺
の
除

雪
が
十
分
で
な
い
等
の
意
見
を

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
時

間
等
が
制
約
さ
れ
た
一
定
条
件

の
中
で
の
除
雪
で
あ
り
、
ほ
う

き
で
掃
く
様
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

　
市
民
も
住
宅
周
辺
等
身
近
な

除
雪
等
は
自
ら
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高

齢
化
が
進
む
地
域
社
会
に
お
け

る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
は

市
民
と
行
政
の
良
好
な
協
働
か

ら
生
ま
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
ふ
れ
あ
い
広
場

農
業
委
員
会
だ
よ
り
（
☎
６
６
４
・
１
４
５
０
）

　
農
業
委
員
会
は
11
月
９
日
、

市
内
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
家
戦
略
特
区
（
中
山
間
農

業
改
革
特
区
）
の
指
定
以
降
、

市
内
各
所
で
企
業
参
入
に
よ
る

特
定
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
耕
作
放
棄

地
の
再
生
や
大
規
模
園
芸
施
設

に
よ
る
新
た
な
農
地
活
用
と
農

業
事
業
の
実
例
な
ど
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
経

営
体
が
６
次
産
業
化
を
模
索
し

始
め
て
お
り
、
こ
れ
に
先
駆
け

て
市
が
整
備
し
た
養
父
市
６
次

産
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
実

践
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

今
回
の
視
察
で
は
、
や
ぶ

市
長
　
広
瀬
　
栄

フ
ァ
ー
ム
（
株
）
（
太
陽
光

利
用
型
水
耕
栽
培
施
設
）
、

兵
庫
ナ
カ
バ
ヤ
シ
（
株
）（
に

ん
に
く
の
生
産
ほ
場
・
夏
梅

に
ん
に
く
セ
ン
タ
ー
）
、
６

次
産
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー

[

や
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
株
）]

（
（
株
）
樽
正
本
店
養
父
工
房
）

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
農
業
関
連
特
区
事
業
の
一

部
で
し
た
が
、
農
地
の
利
用

状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
い
ず
れ
の
事
業
者
も
通

年
で
雇
用
を
可
能
に
す
る
新

た
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
様
子
を
現
場
で
研

修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
一
層
の
事
業
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
視
察
研
修
を
実
施やぶファーム（株）視察の様子

　
冬
期
間
、
市
で
は
生
活
道
路
の

交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
の

実
施
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
円
滑
な
作
業
を
行
う
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

冬
の
交
通
確
保
の
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

建
設
課
（
☎
６
６
４
・
１
９
８
４
）

養
父
土
木
事
務
所
道
路
第
２
課

（
☎
６
６
２
・
２
１
９
４
）

道
路
除
雪
に

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
！

兵庫ナカバヤシ（株）視察の様子

作業車が市内道路などを除雪します

○
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

○
出
入
口
の
除
雪
は
皆
さ
ん
の
手
で

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
道
路
交
通

　
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

○
道
路
沿
い
の
物
件
は
片
づ
け
て

○
チ
ェ
ー
ン
の
脱
着
は
指
定
場
所
で
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ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
ア
ド
バ
イ
ス

『
健
康
』

お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
公
立
豊
岡
病
院

（
☎
０
７
９
６
・
22
・
６
１
１
１
）

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
は
「
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
」
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
名
前
で
、

エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
起
こ
る

病
気
の
名
前
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候

群
」
で
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
ヒ
ト
の
免

疫
の
仕
組
み
が
破
壊
さ
れ
、
身
体
を
病

気
か
ら
守
る
免
疫
力
が
低
下
し
ま
す
。

　
感
染
後
、
数
年
か
ら
数
十
年
は
自
覚

症
状
が
な
い
ま
ま
経
過
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は

そ
の
間
も
免
疫
機
能
を
破
壊
し
続
け
、

エ
イ
ズ
を
発
症
し
ま
す
。

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

1 月分

27
日
（
日
）

20
日
（
日
）

13
日
（
日
）

6
日
（
日
）

診
療
日

赤
松
亮

担
当
医
師

　
治
療
方
法
の
進
歩
に
よ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
を
早
期
に
把
握
し
、
早
期
に
治
療

を
開
始
し
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
エ
イ

ズ
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
発
症
し
な
け
れ
ば
、
感
染
し
て
い
な

い
人
と
同
じ
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
判
断
で
き
る
の
は
血

液
検
査
だ
け
で
す
。

　
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、
無
料
・
匿

名
で
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
た
め
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め

に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
第
一
・
三
木
曜
日
午
後

▼
場
所
　
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

▼
内
容
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

※
梅
毒
・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

　
（
☎
６
７
２
・
０
５
５
５
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
エ
イ
ズ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
と
エ
イ
ズ
発
症

受賞おめでとうございます

永年勤続表彰

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程
（
１
月
分
）

　
地
元
医
師
会
と
公
立
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療
の
日

程
と
担
当
医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
場
所
　
公
立
豊
岡
病
院

▼
診
療
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　出合診療所の中村武志医師

（71 歳）が兵庫県国民健康保

険団体連合会から永年勤続表

彰を受賞されました。

　中村医師は昭和 59 年から

34 年にわたり、出合診療所

医師として勤務。月曜日から

金曜日までの診療に加え、車

の運転ができず通院が困難な

患者や寝たきりの要介護高齢

者への往診を精力的に行うな

ど、昼夜・休日を問わず地域住民に寄り添った医療を行って

います。

　中村医師は「勤務して 34 年という長い年月だが、あっと

いう間だったように思う。地域のいろんな人とかかわること

ができて医者をしていてよかった」と話していました。

中村武志 医師

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

治
療
薬
・
治
療
法
の
進
歩

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

検
査
（
要
予
約
）
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Let's

Cook
ing 豚肉とダイコンのカレー炒め

家族みんなでつくろう！　健康 簡単レシピ

栄養ワンポイント

　11 ～ 2 月が旬のダイコン
に含まれる辛味成分は血液
サラサラ効果があり、血栓
の予防に役立つと言われて
います。また、食物繊維も
豊富で、腸内老廃物を体外
に排出するため、大腸がん
の予防効果が期待されます。

① 豚肉は小さめの一口大に切る。
② ニンジンとピーマンはせん切り、エリンギは短冊切りに　
　 する。
③ ダイコンはせん切りし、塩もみして 10 分程度置き、水
　 気をよく絞る。
④ フライパンにごま油を熱し、①を炒め、色が変わったら 
 　②を加えてさらに炒める。
⑤ ④に A を入れて煮立て、汁気がなくなってきたら、③を
 　入れてよく混ぜ合わせる。

豚肉（薄切り）
ニンジン
ピーマン
エリンギ
ダイコン
塩
ごま油

出汁
砂糖
酢
しょうゆ
ウスターソース
カレー粉

材料（4 人分）

200 ｇ
1/2 本
3 個
1 パック
1/2 本
適量
大さじ 1

100ml
小さじ 1
小さじ 2
小さじ 2
小さじ 2
小さじ 1

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な

く
て
も
、
要
介
護
認
定
の
内
容

に
よ
っ
て
、
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
と
同
等
に
、
課
税
対
象
と

な
る
所
得
金
額
か
ら
一
定
の
金

額
の
控
除
（
障
害
者
控
除
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ご
本
人
ま
た
は
そ
の
人
を
扶

養
し
て
い
る
親
族
は
、
所
得
税

や
市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
障

害
者
控
除
」
ま
た
は
「
特
別
障

害
者
控
除
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
も
と
も
と
所
得
税
や

市
・
県
民
税
が
非
課
税
の
場
合

は
申
請
は
不
要
で
す
。

　
認
定
基
準
日
（
毎
年
12
月
31

日
、
ま
た
は
亡
く
な
ら
れ
た
日
）

に
養
父
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
が
、
介
護
保
険

の
「
要
介
護
１
～
５
」
の
認
定

を
受
け
、
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る

方
で
す
。
（
要
介
護
認
定
の
主

治
医
意
見
書
等
を
も
と
に
判
断

さ
れ
ま
す
）

　
市
役
所
介
護
保
険
課
ま
た
は

各
地
域
局
の
窓
口
で
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
認
定
の
申
請
受
付
は

来
年
１
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

（
☎
６
６
２
・
７
６
０
３
）

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

A

水道管の
凍結防止対策を！

①
保
温
チ
ュ
ー
ブ
（
発
砲
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
等
）
を
水
道
管
に
取
り
付
け
る
。

②保温材料が濡れな
いようビニールテー
プを下から巻き上げ
て防水する。

　冬の冷え込みの厳しいとき、水道

管 ( 給水管 ) が凍結し破損する可能

性が高くなります。

　屋外の蛇口や露出している給水管、

また普段あまり使用していない蛇口

等には特に注意が必要です。

　露出している水道管には、市販の

保温材やタオル等で保護して、冬に

向けた対策をお願いします。

▼問い合わせ先　
　上下水道課（☎ 664 ‐ 1470）

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

　
市
で
は
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
内
容
に
よ
り
、
所
得
税
等
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

申
請
方
法
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葬儀会館　セレーナ

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
、

皆
さ
ん
に
よ
り
詳
し
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
「
冬
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
23
日
（
日
・
祝
）

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分

※
12
月
18
日
～
12
月
23
日
の

間
、
個
別
面
談
を
毎
日
行
い
ま

す
。
（
随
時
受
付
）

▼
場
所
　
県
立
大
学
大
学
院
　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ

ン
パ
ス
　

▼
内
容
　

・
研
究
科
の
概
要
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
入
試
に
つ
い
て
の
説
明

・
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学

・
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研

究
紹
介

・
個
別
相
談
＆
在
学
生
と
の
交

問い合わせ先

養父市役所　

【企画総務部】

・秘書課　

・企画政策課

・国家戦略特区・地方創生課

　

・総務財政課　

・税務課　

・収納対策室　

【危機管理室】

・防災安全課・情報課広報担当　

・情報課（情報センター）　

【市民生活部】

・市民課　

・やぶぐらし課　

・人権・協働課　

【健康福祉部】

・社会福祉課　

・介護保険課（地域包括支援センター）　

・健康課　

・保険医療課　

【会計課】　

【議会事務局】　

養父地域局

【まち整備部】

・土地利用未来課　

・地籍調査課　

・建設課　

・上下水道課　

【産業環境部】

・農林振興課　

・農地政策課・農業委員会事務局　

・環境推進課　

・商工観光課　

【教育委員会】

・教育総務課　

・学校教育課　

・社会教育課　

・こども育成課　

大屋地域局　

関宮地域局　

☎ 662-3161（代）

☎ 662-3168

☎ 662-7602

☎ 662-3169

☎ 662-3161（代）

☎ 662-3164

☎ 662-3166

☎ 662-2899

☎ 663-2600

☎ 662-3163

☎ 662-3172

☎ 662-7601

☎ 662-3162

☎ 662-7603

☎ 662-3167

☎ 662-3165

☎ 662-7604

☎ 665-6800

☎ 664-0281（代）

☎ 664-1410

☎ 664-0323

☎ 664-1984

☎ 664-1470

☎ 664-1451

☎ 664-1450

☎ 664-2033

☎ 664-0289

☎ 664-0282

☎ 664-1627

☎ 664-1628

☎ 664-0315

☎ 669-0120

☎ 667-2331

【市外局番　☎ 079】

市営住宅の入居者を募集します
▼申込期間　12 月17日（月）～ 12 月 28日（金）

▼申込先　土地利用未来課、市民課、大屋地域局、関宮地域局（※申込者多数の場合は、抽選）

▼問い合わせ先　土地利用未来課（☎ 664‐1981）

【市営住宅・世帯用】
　同居している（見込み含む）世帯の合計月額所得が15 万8,000 円以下である世帯

【特定公共賃貸住宅】
　世帯の合計月額所得が15 万8,000 円を超え48 万7,000 円以下である世帯

団 地 名 部屋番号 建設年度 規 格 面 積 家　　賃

九鹿団地 103 Ｈ 6 3LDK 60.9㎡ 19,500 円～ 29,100 円

あららぎ団地 3-102 Ｈ 5 3LDK 70.3㎡ 19,600 円～ 29,300 円

団 地 名 部屋番号 建設年度 規 格 面 積 家　　賃

茶堂団地 202 Ｈ 13 3LDK 85.8㎡ 50,000 円～ 65,000 円

伊佐団地（世帯用） 102 Ｈ 8 3LDK 90.7㎡ 50,000 円～ 65,000 円

伊佐団地（単身用） 402 Ｈ 8 1K 30.4㎡ 31,000 円～ 41,000 円

募
　
　
集

広告 広告

インフォメーション

流
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
豊
岡
ジ

オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

経
営
部
学
務
課

34
・
６
０
７
９
）

放
送
大
学
入
学
生

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
約

３
０
０
科
目
の
幅
広
い
分
野
の

中
か
ら
好
き
な
科
目
を
選
び
自

由
な
時
間
に
学
習
で
き
ま
す
。

▼
出
願
期
間
　
平
成
31
年
３
月

17
日
（
日
）
ま
で

▼
説
明
会
・
個
別
相
談
会

【
日
時
】
平
成
31
年
１
月
12
日

（
土
）
、
１
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

【
場
所
】
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
放
送
大
学

鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

５
７
・
37
・
２
３
５
１
）

【県営住宅】
　随時受け付けています。
　空き部屋の状況は土地利用未来課までお問い合わせください。

〈ホームページ〉https://www.city.yabu.hyogo.jp/ 

（
☎
０
７
９
６
・

（
☎
０
８
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～
金
曜
日
】
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
、
【
第
２
土
曜
日
】

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
予
約
受
付
専
用
電
話
　

☎
０
５
７
０
・
05
・
４
８
９
０

▼
受
付
時
間
　
月
～
金
（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分▼
そ
の
他
　
予
約
相
談
希
望
日

の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受

付
し
て
い
ま
す
。

※
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
年

金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

※
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
も

受
付
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
豊
岡
年

金
事
務
所
（
☎
０
７
９
・
22
・

０
９
４
８
）

出
張
年
金
相
談
会

▼
日
時
　
１
月
24
日
（
木
）
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

▼
場
所
　
八
鹿
公
民
館
23
号
室

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

や
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
年
金
事
務
所

22
・
０
９
４
８
）

よ
う
か
温
水
プ
ー
ル
の
休
館

　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら
３
月

中
旬
ま
で
の
期
間
、
よ
う
か
温

水
プ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
温
水
プ
ー
ル
の
ご
利
用
に
つ

き
ま
し
て
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
再
開
日
に
つ
い
て
は
、
工
程

等
に
よ
り
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
（
健

康
支
援
施
設
）
は
、
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２
０
２
１
）

拉
致
問
題
を
考
え
る
講
演
会
と

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い

▼
日
時
　
12
月
22
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
～
４
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）

▼
講
師
　
蓮
池
薫 

氏

▼
場
所
　
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

▼
そ
の
他
　
手
話
・
要
約
筆
記

あ
り

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

兵
庫
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を

　
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
　
平
成
31
年
１
月
18
日

（
金
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分

▼
場
所
　
八
鹿
公
民
館

▼
内
容
　

【
講
演
】
こ
こ
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

【
講
師
】
兵
庫
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
但
馬
地
域
ブ

ラ
ン
チ
ド
ー
ナ
ツ
の
会
・
戸
田

和
代
氏

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健

康
課
（
☎
６
６
２
・
３
１
６
７
）

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
①
お

客
様
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

②
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
が
事
前
に
準
備
の
う
え
、
丁

寧
に
対
応
し
ま
す
。

▼
相
談
時
間
　
【
月
曜
日
】
午

前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
、【
火

Information

な
ん
た
ん
吹
奏
楽
団

　
吹
奏
楽
練
習
会

　
な
ん
た
ん
吹
奏
楽
団
で
は
、

学
生
時
代
に
吹
奏
楽
を
経
験
し

た
人
、
初
め
て
楽
器
を
吹
き
た

い
人
を
対
象
に
吹
奏
楽
練
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
っ
て
も
大
丈
夫
。
一
緒
に
楽

し
く
演
奏
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
　
平
成
31
年
１
月
20
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分

▼

場

所
　

小

佐

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
打

楽
器
）、養
父
公
民
館
（
管
楽
器
）

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
の
楽
器

経
験
者
お
よ
び
初
め
て
楽
器
を

や
っ
て
み
た
い
人

※
18
歳
未
満
は
保
護
者
の
承
諾

書
が
必
要
で
す
。

▼
費
用
　
無
料

▼
持
ち
物
　
楽
器
・
譜
面
台
・

筆
記
用
具

※
楽
器
・
譜
面
台
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
申
込
時
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
平
成
31
年
１
月

15
日
（
火
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

な
ん
た
ん
吹
奏
楽
団
事
務
局

（
☎
６
６
７
・
２
３
０
９
）

お
知
ら
せ

〈フェイスブック〉https://www.facebook.com/yabucityhall/ 

広告

（
☎
０
７
８
・
３
９
２
・
０
８
５
０
）

（
☎
０
７
９
・

（
☎
６
６
３
・
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広告

インフォメーション

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
当
時
、
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
人
、
も

し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
人
で
、
退
職
金
請
求
手

続
き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い

人
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支

部
ま
た
は
、
本
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で

は
、
被
共
済
者
に
確
実
に
退
職

金
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
等
を
目
的
と
し
て
、
現
況
調

査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.rin

ta
ik

y
o
.

ta
isy

o
k
u
k
in

.g
o
.jp

/

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

　
無
料
相
談
会

▼
日
時
　
平
成
31
年
１
月
19
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
場
所
　
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
Ｂ

▼
内
容
　
土
地
建
物
登
記
、
土

地
境
界
に
関
す
る
相
談

▼
申
込
　
前
日
の
午
後
５
時
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県

土

地

家

屋

調

査

士

会

但

馬

支
部
（
☎
０
７
９
６
・
52
・

６
９
０
１
）

司
法
書
士
に
よ
る

　
無
料
法
律
相
談
会

　
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支

部
で
は
、
次
の
と
お
り
登
記
・

多
重
責
務
・
消
費
者
問
題
・
成

年
後
見
な
ど
の
市
民
生
活
無
料

相
談
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
31
年
１
月
５
日

（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
　
朝
来
市
文
化
会
館

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
予
約
先
　
兵
庫
県
司
法
書
士

会
但
馬
支
部
（
☎
０
７
９
６
・

※
予
約
専
用
。
相
談
日
の
２
日

前
の
午
後
５
時
ま
で

〈ホームページ〉https://www.city.yabu.hyogo.jp/ 

兵庫県の行財政構造改革　目標達成 !

新たな行財政運営方針等を策定

　兵庫県では、阪神・淡路大震災で悪化した

財政を立て直すため、平成 30 年度を目標年

度に県民の皆さまと共に行財政構造改革に取

組み、全ての項目で概ね目標を達成できる見

込みとなりました。

　しかし、今後も厳しい財政環境が続くこと

から、適切な行財政運営を進めていくため、

新たな条例と行財政運営方針を策定しまし

た。今後は、この方針等に基づき行財政運営

に取り組んでいきますので、引き続きご理解

とご協力よろしくお願いします。

　取組内容の詳細は県ホームページに掲載し

ています。【兵庫　行財政運営】で検索し、

ご覧ください。

▼問い合わせ先　兵庫県新行政課

　　　　　　　　（☎ 078 ‐ 362 ‐ 3045）

インターネット公売のお知らせ

　市税の滞納処分として差し押さえた財産を次

のとおり公売により売却します。

▼公売方法　

　インターネットを利用したせり売り

▼参加申込期間　

　平成 31 年 1 月 8 日（火）午後 1 時～

　平成 31 年 1 月 22 日（火）午後 11 時まで

▼公売（入札）期間　

　平成 31 年 1 月 29 日（火）午後 1 時～

　平成 31 年 1 月 31 日（木）午後 11 時まで

▼買受代金納付期限　

　平成 31 年 2 月 8 日（金）午後 2 時 30 分まで

▼参加申込方法　次のホームページより申込み

　ください

https://koubai.auctions.yahoo.co.jp/hyg_yabu_

city

▼公売物件　普通自動車等

▼参加資格　20 歳以上の人（一部の例外あり）

▼下見会　公売物件を実際にご覧いただく機会

　として、下見会を開催します。

　落札された物件は、返品交換等一切できませ

　んので、下見会で物件をよく見て参加してく

　ださい。（要事前予約）

【期間】1 月 8 日（火）～ 1 月 28 日（月）

　　　午前 10 時～午後 4 時※平日のみ

【場所】予約時に連絡します。

▼問い合わせ先　収納対策室（☎ 662 ‐ 3166）

23
・
８
０
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
６
７
３
１
・
２
８

９
０
）

（
☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９
、
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養父市全天候運動場
生涯スポーツセンター

からのお知らせ

▼申込・問い合わせ先（☎ 663‐2021）　　※休館日　毎月第 2 火曜日

平成３１年新春
【元旦五社めぐり走ろう会】

　八鹿地域の 5 つの神社をめぐる約 4㎞のコースを一緒に走
りませんか。
　自分のペースでジョギングしながら安全を祈願し、健康
な 1 年のスタートにしましょう。お気軽にご参加ください。

▼開催日　　平成 31 年 1 月 1 日（火・祝）

▼集合時間　午前 9 時 30 分～午前中終了

▼集合場所　八鹿公民館

▼参加費　　無料（事前申込不要）

☎ 662‐3170

★介護施設の入退去に伴う
トラブルについて！

　グループホームを退去する際の返

金や部屋の修繕・清掃費の負担につ

いて紹介します。

　認知症の母をグループホームに入

居させたが、急激な環境の変化から

か精神不安定になり、10 日後に退

去した。グループホームに、前払金

から 10 日分の費用を差し引いて返

金を求めたが「返金できない」と言

われ、逆にハウスクリーニング代 3

万円を請求された。 （50 歳代 女性）

【相談事例 】

【アドバイス】

Information

　センターが老人福祉法等に沿って

合理的に精算するよう交渉したとこ

ろ、一部返金されハウスクリーニン

グ代の請求も取り下げられました。

○老人福祉法では、認知症対応型老

人共同生活援助事業を行う施設 ( グ

ループホーム等 ) が前払金を受領す

る場合、入居日から 3 カ月以内に

退去した時には、日割り計算額を差

し引いて返金しなければならないと

しています。

○国土交通省の賃貸借契約解約時の

「原状回復ガイドライン」によれば、

次の入居者のための全面的なハウス

クリーニング代は貸主負担とされて

います。

●契約前に提供されるサービスの内

容や費用、退去時の原状回復義務の

範囲や返金規定について十分確認し

てください。

●困ったときは、各地域の高齢者相

消費者センターからの
　  お知らせ

〈フェイスブック〉https://www.facebook.com/yabucityhall/ 

　平成 30 年度分の補助金の申請締切が 2 月 28 日（木）となっ
てます。未申請、追加補助の団体は申請をお願いします。

▼対象者　市内で活動するスポーツ団体（指導者含め４人
　　　　　以上）で、養父市に住所を有する小学生

▼対象保険　（公財）スポーツ安全協会「スポーツ安全保険」
　　　　　　（平成 30 年度）

▼加入区分　AW のみ

▼補助内容　申請書等の提出により、平成 30 年度分の年
　　　　　　間掛金全額を団体に補助します。

▼申請期限　平成 31 年 2 月 28 日（木）
　　　　　　平成 31 年度分は、4 月 1 日以降に受付します。
※詳しくは、養父市立全天候運動場へ問い合わせください。

子どもスポーツ安全保険補助金
申請締切のお知らせ

12 月は
但馬地域税収確保重点月間です！

　兵庫県では、毎年 12 月を「税収確保重点月間」としてい

ます。

　特に、但馬地域 3 市 2 町と県税事務所では、個人住民税

の滞納対策について、スクラムを組んで取り組んでいます。

① 個人住民税の特別徴収の推進

　地方税法で義務付けられている特別徴収（給与から個人

住民税を天引きして納入する制度）を今年度より一斉指定

を行いました。

② 共同文書催告

　個人住民税を滞納している人に対して共同で文書催告を

行います。

③ 徴収の強化

　その他市税を滞納している人に対しても滞納処分や捜索

等、重点的に働きかけを行います。この機会に納付または

市役所へご相談ください。

▼問い合わせ先

　税務課（☎ 662 ‐ 3164）

　豊岡県税事務所収税管理課（☎ 0796 ‐ 26 ‐ 3626）

談センター、また

は 包 括 支 援 セ ン

ターや消費生活セ

ンターに相談しま

しょう。
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第
11
回
お
お
や

　
で
っ
か
い
夢
の
書
き
初
め
会

　
２
０
１
９
年
！
　
新
年
の
で
っ
か
い

夢
を
２
０
１
９
㌢
の
大
き
な
和
紙
に
寄

せ
書
き
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
平
成
31
年
１
月
12
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
会

▼
場
所
　
お
お
や
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
八
鹿
高
校
書
道
部
・
大
屋
の

書
道
家
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
参

加
者
全
員
に
よ
る
寄
せ
書
き

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
大
屋
地
域

局ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
１
９

　
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
in
養
父
市

　
子
ど
も
た
ち
（
19
歳
以
下
の
児
童
・

生
徒
）
が
製
作
し
た
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
、
レ
ス
キ
ュ
ー
競
技

の
大
会
で
す
。

▼
日
時
　
12
月
23
日
（
日
・
祝
）
午
前

９
時
30
分
開
会
（
午
前
10
時
試
合
開
始
）

▼
場
所
　
養
父
体
育
館

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
養
父
公
民
館

【
後
期
講
座
】

　
家
庭
で
で
き
る
簡
単
燻
製
教
室

▼
日
時
　
①
平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）

②
平
成
31
年
２
月
27
日
（
水
）
③
平
成

新
春
書
き
初
め
会

　
新
し
い
年
の
始
ま
り
に
、
家
族
で
一

緒
に
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
平
成
31
年
１
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
場
所
　
八
鹿
公
民
館
大
会
議
室

▼
対
象
　
市
内
の
小
中
学
生
・
一
般
（
高

校
生
含
む
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
内
容
　
書
き
初
め

【
小
中
学
生
】
半
紙
・
長
半
紙
に
書
き

初
め
を
指
導
し
ま
す
。

【
一
般
】
半
紙
に
練
習
し
て
か
ら
は
が

き
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
清
書
し
ま
す
。

▼
課
題
　
自
由

▼
持
ち
物
　
習
字
セ
ッ
ト

▼
参
加
費
　
無
料

※
要
申
込
、
当
日
受
付
可

▼
講
師
　
西
野
象
山
さ
ん
、
西
野
玉
龍

さ
ん
、
西
野
桃
笠
さ
ん
ほ
か

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
八
鹿
公
民

館

③
各
家
庭
で
作
っ
た
燻
製
の
味
見
会
＆

講
師
の
井
上
さ
ん
親
子
に
よ
る
燻
製
談

義▼
受
講
料
　
１
５
０
０
円
（
全
３
回
分
）

▼
材
料
費
　
１
０
０
０
円
（
２
回
目
の
み
）

▼
定
員
　
30
人

▼
申
込
締
切
　
平
成
31
年
１
月
15
日

（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
八
鹿
公
民
館

八鹿公民館（☎ 662-6141）　養父公民館（☎ 664-1141）
大屋地域局（☎ 669-0120）　関宮公民館（☎ 667-2331）

31
年
３
月
27
日
（
水
）

①
、
③
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所
　
関
宮
公
民
館
、
関
宮
エ
イ
ド

ホ
ー
ル

▼
内
容
　

①
歴
史
か
ら
見
る
燻
製
に
つ
い
て
座
学

②
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
燻
製
の
作
り

方
を
伝
授

今
日
も
又
あ
の
噴
水
で
君
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
多
田
　
嘉
高

窓
越
し
に
目
覚
め
て
近
き
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
宮
田
　
淳
子

小
村
に
も
伝
統
継
ぎ
つ
幟
り
立
つ
　
　
　
　
　
　
西
谷
す
み
子

引
く
波
の
残
す
貝
が
ら
愁
思
か
な
　
　
　
　
　
　
雲
田
美
知
子

秋
の
山
写
真
の
よ
う
な
景
色
あ
り
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
粋

秋
晴
れ
に
入
園
決
ま
る
孫
の
声
　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
一
恵

秋
ま
つ
り
村
の
辻
々
幟
り
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
津
崎
　
巌
水

関宮公民館俳句会 やぶ短歌会　山茶花

健
診
で
腹
囲
２
セ
ン
チ
減
り
お
れ
ば

　
　
　
秋
に
味
わ
う
ま
ず
モ
ン
ブ
ラ
ン
　
　
　
　
西
垣
　
春
枝

お
互
い
に
誘
い
合
い
集
う
老
人
会

　
　
　
味
わ
う
馳
走
に
舌
鼓
う
つ
　
　
　
　
　
　
米
田
　
勲
子

秋
の
歌
を
皆
で
う
た
え
ば
は
し
や
げ
る

　
　
　
老
の
顔
の
時
に
く
も
り
て
　
　
　
　
　
　
有
田
　
都
子

「
読
み
聞
か
せ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て
聞
く
児
ら
の

　
　
　
つ
ぶ
ら
な
眼ま

な

差
し
そ
れ
ぞ
れ
光
る
　
　
　
圓
山
美
津
子

若
人
の
笑
い
声
聞
き
引
き
連
ら
れ

　
　
　
周
り
も
自
然
に
笑
顔
と
な
り
て
　
　
　
　
佐
野
や
す
よ

テ
ー
プ
切
る
瞬
時
を
パ
ッ
ト
に
写
し
と
り

　
　
　
順
位
を
告
げ
る
先
生
笑
顔
　
　
　
　
　
　
小
山
　
悦
子

書き初め会作品展
▼期間　1 月 7 日（月）～

　　 　　　1 月 31 日（木）

▼場所　八鹿公民館
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降
り
月
夜
毎
に
闇
の
深
ま
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
　
俊
子

冷
え
び
え
と
子
等
の
巣
立
ち
し
空
の
部
屋
　
　
　
橋
本
　
　
葵

冷
や
や
か
を
確
か
め
る
べ
く
握
り
合
う
　
　
　
　
服
部
美
智
代

七
十
の
集
い
く
る
み
鳴
し
て
語
ら
ん
　
　
　
　
　
里
野
　
春
風

焼
き
芋
を
ふ
た
つ
に
割
っ
て
鼻
熱
し
　
　
　
　
　
圓
山
　
春
夫

洗
濯
の
竿
一
ぱ
い
の
今
朝
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
和
子

万年青吟社

文芸ひろば（敬称略）

公民館図書室 ※最寄りの公民館図書室で
　　　取り寄せることができます。

『人生は還暦から！』
小山内美江子 / 著
( ワニブックス )

『武者始め』
宮本昌孝 / 著
( 祥伝社 )

『これがオリンピックだ』
舛本直文 / 著
( 講談社 )

『ぼくってかわいそう！』
パメラ・ダンカン・エドワーズ/作
ベンジー・デイヴィス / 絵
久保　陽子 / 訳
(フレーベル館 )

　60 歳で海外ボラン
ティアに目覚め、カ
ンボジア、ネパール
に学校を建設。そし
て 88 歳のいま、日本
人への最後の提言！

「3 年Ｂ組金八先生」
脚本家が、国際貢献
や教育、子育てにつ
いてなど、現代に思
うことを書き記す。

　自ら作った薬で家
臣団との絆を深めた
徳 川 家 康、 高 貴 な
身 分 と 偽 っ た 豊 臣
秀吉、容姿を逆手に
とった真田幸村…。
　歴史に名を刻んだ
７人の武将の知られ
ざる“初陣”を描く。

　オリンピックが開
催されるのは何のた
め？「平和の祭典」
とよばれるのはどう
して？
　オリンピック研究
の第一人者が、オリ
ンピックとパラリン
ピックのすべての疑
問に答える。

　 前 足 に と げ が 刺
さってしまった犬の
ウィンストン。自分
ばっかり嫌な目にあ
うと落ち込んでいる
けれど、本当にそう？
小さなことでクヨク
ヨしてしまう子ども
たちに贈るユーモア
いっぱいの絵本。

おすすめの

　　　一冊

あ
の
山
も
こ
の
山
も
登
り
し
兄
な
れ
ば

　
　
　
此
度
は
現
世
に
降
り
き
て
く
れ
よ
　
　
　
有
本
　
倶
子

こ
の
作
者
は
君
の
短
歌
と
す
ぐ
解
る

　
　
　
お
も
し
ろ
が
り
て
は
や
十
余
年
　
　
　
　
有
本
さ
や
か

高
校
の
銀
杏
並
木
の
黄
葉
せ
り

　
　
　
街
に
流
る
る
金
色
の
ひ
か
り
　
　
　
　
　
谷
　
史
記
子

認
知
症
の
友
を
見
舞
い
て
語
り
あ
う

　
　
　
嘘
の
話
は
う
そ
の
ま
ま
に
し
て
　
　
　
　
西
谷
　
睦
美

枯
れ
伏
せ
る
雑
草
刈
り
て
山
と
な
せ
ば

　
　
　
白
髪
の
よ
う
に
月
は
照
ら
し
ぬ
　
　
　
　
久
田
和
致
子

寒
空
の
尾
花
ゆ
ら
し
て
川
原
辺
の

　
　
　
雀
の
子
ら
の
あ
た
ま
に
飛
び
交
う
　
　
　
福
井
　
啓
子

清
々
し
き
朝
の
空
気
を
吸
い
た
め
て

　
　
　
秋
桜
の
咲
く
畦
道
行
け
り
　
　
　
　
　
　
福
井
　
信
子

あ
ま
た
な
る
苦
し
さ
消
え
て
賜
り
し

　
　
　
よ
ろ
こ
び
一
つ
胸
に
躍
り
ぬ
　
　
　
　
　
水
島
　
和
子

八鹿短歌会

悲
し
み
を
二
人
で
分
け
て
ふ
か
し
芋
　
　
　
　
　
岩
佐
い
つ
子

高
山
に
吹
く
風
誘
う
山
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
　
利
克

秋
祭
り
全
て
見
せ
ま
す
村
芝
居
　
　
　
　
　
　
　
竹
枝
　
芳
恵

優
し
さ
と
美
味
さ
頂
く
栗
お
こ
わ
　
　
　
　
　
　
和
田
　
千
歳

秋
祭
り
法
被
姿
の
過
疎
の
村
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
啓
子

枝
豆
は
友
よ
り
貰
ふ
丹
波
黒
　
　
　
　
　
　
　
　
西
谷
　
慶
子
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国民健康保険税 6 期

納期限　１２月２５日（火）

〇人　口

　　（男）

　　（女）

〇世帯数

23,760 人

11,441 人

12,319 人

9,435 世帯

（－ 45 人）

（－ 23 人）

( － 22 人）

（－6世帯）

平成 30 年 11 月末現在（住民基本台帳）

固定資産税 3 期

養父市
の

情報

人の動き 12 月の納税

この社会　あなたの税が　いきている　　～税金は必ず納期内に完納しましょう～
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１
月 

3 日（木）
 献血（Y タウン、10：00 ～ 12：30、13：30 ～ 16：00）

 ※ 400ml 限定

7 日（月）  母子健康手帳交付（養父市役所、9：45 ～ 11：00）※予約制

10 日（木） 1 歳 6 カ月健診（やぶ保健センター、10：00 ～）

11 日（金） めんずクッキング（やぶ保健センター、10：00 ～）※予約制

15 日（火） ひよままクック（やぶ保健センター、10：00 ～）※予約制

16 日（水）
 1 歳児育児相談（やぶ保健センター、9：30 ～ 9：45）

 行政相談（大屋市民センター、関宮公民館、9：00 ～ 11：30）

18 日（金）
 こころのケア相談（やぶ保健センター、14：00 ～ 16：00）

 ※要予約

19 日（土） 行政相談（八鹿公民館、養父公民館、9：00 ～ 11：30） 

22 日（火） 母子健康手帳交付（養父市役所、9：45 ～ 11：00）※予約制

23 日（水） 7 カ月児育児相談（やぶ保健センター、9：30 ～ 9：45）

24 日（木） 4 カ月児健康診査（やぶ保健センター、13：20 ～ 14：00）

25 日（金）
 献血（養父公民館、10：00 ～ 11：15、12：30 ～ 15：30）

 親子のびのび教室（やぶ保健センター、9：45 ～）※要予約

29 日（火）
 たまひよサロン（やぶ保健センター、9：45 ～ 10：00）

 ※要予約

31 日（木）

 はつらつヘルシークッキング（やぶ保健センター、9：30 ～） 

 ※要予約

 糖尿病教室①（やぶ保健センター、13：30 ～ 15：00） ※要予約

ま
ち
の
文
化
財

170

　
葛
畑
の
農
村
歌
舞
伎
舞
台
の
屋

根
修
理
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

舞
台
は
明
治
25
年
葛
畑
の
荒あ

ら
み
た
ま

御
霊

神
社
の
境
内
に
葛
畑
座
の
芝
居
堂

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
43
年
、
農
村
歌
舞
伎
舞
台

で
は
兵
庫
県
で
初
め
て
国
指
定
重

要
民
俗
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

　
舞
台
に
は
独こ

ま
ま
わ
し
し
き

楽
廻
式
の
回
り
舞

台
が
あ
り
、
二
重
台
の
セ
リ
引
き

や
ぶ
ど
う
棚
を
備
え
た
本
格
的

な
構
造
で
す
。
当
時
県
内
に
約

３
３
０
棟
あ
っ
た
農
村
歌
舞
伎
舞

台
の
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
屋
根
は
茅
葺
き
の
入
母
屋
造
り

で
、
屋
根
の
大
き
さ
は
正
面
10
・

９
㍍
、
側
面
10
・
４
㍍
の
正
方
形

に
近
い
規
模
で
す
。
平
成
14
年
に

屋
根
を
全
面
修
理
し
ま
し
た
が
、

風
雪
に
よ
っ
て
屋
根
が
破
損
し
て

き
ま
し
た
。

　
修
理
で
は
屋
根
の
正
面
と
後
面

の
茅
を
取
り
外
し
、
垂
木
な
ど
の

木
材
を
縄
で
結
び
直
し
て
新
し
く

茅
を
葺
き
ま
し
た
。
南
側
の
妻
面

は
現
状
維
持
、
北
側
の
妻
面
は
差

し
茅
修
理
し
ま
し
た
。
使
用
し
た

茅
は
熊
本
県
阿
蘇
産
で
、
縄
で
60

㌢
に
縛
っ
た
束
を
約
１
４
０
０
束

使
用
し
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
、
葛
畑
区
と
養
父
市

が
開
催
し
た
「
修
理
事
業
の
完
成

を
祝
う
会
」
で
は
、
せ
き
の
み
や

子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
が
葛
畑
三

番
叟
を
上
演
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　
美
し
く
な
っ
た
茅
葺
き
屋
根
の

建
物
は
、
神
社
や
田
畑
に
囲
ま
れ

た
昭
和
ら
し
い
山
里
の
風
景
を
受

け
継
ぎ
、
但
馬
の
農
村
景
観
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

葛
畑
の
舞
台
修
理

完成した葛畑の舞台

年末年始の
届出等について

　12 月 29 日（土）から 1 月 3

日（木）までの期間、各地域局（養

父・大屋・関宮）は完全に閉庁

します。

　この期間の婚姻届、出生届、

死亡届などの届出や緊急のお問

合せは市役所本庁舎で受け付け

ます。

　ご不便をおかけしますが、ご

理解とご協力をお願いします。

▼問い合わせ先

　総務財政課（☎ 662 ‐ 3161）
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養 父 市

　わがやのアイドルを募集中 !!
掲載を希望される人は市役所情報課まで
ご連絡ください。（☎ 662-2899）

い
つ
も
笑
顔
で
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
大
き
く

な
っ
て
ね
！
（
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
よ
り
）

中間

大谷　葵
あおい

ちゃん（7歳）

　　　雫
しずく

ちゃん（2歳）

２
人
と
も
仲
良
く
元
気
に
遊
ぼ
う
ね

　
　
　
　
　

（
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
よ
り
）

３姉妹なかよく、元気に

そだってね！　　（父・母より）

天子

井上　颯
そうた

太ちゃん（9カ月）

◆移住したきっかけ

　元々、関西出身で営業の仕事をしていましたが、40 代

の頃、福岡県へ転勤になり暮らしていました。

　九州に家を買って暮らしてもいいかなと思いましたが、

言葉や文化の違いから関西に帰ってきたいと思う気持ちが

強くなったのがきっかけです。

◆養父市に移住した決め手

　朝来市へ毎年祖母の墓参りに行ったり、養父市へはス

キーに行ったりしていたので、このあたりで探していまし

た。

　三谷の物件は、バス停から近く坂もきつくないことから

運転免許証返還後のことも考え、こちらに決めました。

◆養父市で暮らしてみて

　地域の行事等があると、近所の人が声をかけて教えてく

れるなど、親切で温かい人が多いです。人付き合いや環境

などプラスに感じることが多く、快適に過ごすことができ

て養父市に移住してよかったと思っています。

十
二
所
一

谷
垣　

あ
こ
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）

　
　
　

莉り

こ子
ち
ゃ
ん
（
2
歳
）

　
　
　

花か

ほ帆
ち
ゃ
ん
（
２
カ
月
）

　平成 30 年 5 月に福岡
県小郡市から養父市三谷
へ移住。（伊丹市出身）

夜久　勝廣さん（70）
　　　弘子さん（75）

Ｉターン者紹介 　移住したきっかけや養
父市の印象などを伺いま
した。

中瀬

杉本　亞
あ こ

瑚ちゃん（1歳）

い
つ
も
そ
の
笑
顔
で
み
ん
な
を
幸
せ
に
し

て
ね
。　
　

（
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
よ
り
）

但馬地方に冬の訪れ　氷ノ山が初冠雪

〈プロフィール〉

　氷ノ山鉢伏観光協会が、11 月 20 日午前 8 時 50 分、氷

ノ山で初冠雪を確認しました。これは、昨年より 8 日遅

い発表とのことです。

　兵庫県内最高峰の氷ノ山（標高 1,510 ｍ）の 1,450 ｍ以

上でうっすらと冠雪を確認。同観光協会の記録では、11

月 20 日での初冠雪は、昭和 60 年以降で 3 番目に遅い発

表となりました。

ハチ高原から望むうっすらと雪化粧した氷ノ山山頂付近


